
         

一
筆
啓
上
・
作
左
の
会
総
会
が
、
去

る
四
月
十
五
日
（
日
）
七
十
余
名
の

出
席
者
を
迎
え
て
市
民
ホ
ー
ム
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
で
は
兵
藤
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
二
十
九
年
度
の
事
業
報
告
及
び

決
算
報
告
が
な
さ
れ
、
出
席
者
全
員

の
承
認
を
得
ま
し
た
。、
決
算
報
告
に

続
き
役
員
の
改
選
で
は
、
会
長
に
は

長
年
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
兵
藤
紀
之

氏
が
退
任
さ
れ
、
山
田
靖
氏
が
就
任

し
、
副
会
長
に
市
川
眞
人
氏
、
も
う

一
人
の
副
会
長
に
宮
地
町
東
総
代
の 

安
藤
誠
氏
、
会
計
に
は
法
性
寺
二
区 

     

 

総
代
の
廣
重
敦
氏
の
後
任
と
し
て
赤

渋
三
区
総
代
の
安
部
千
尋
氏
が
新
体

制
と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

新
会
長
の
挨
拶
で
は
、
前
会
長
の

方
針
を
継
承
し
な
が
ら
、
発
足
以
来

十
八
年
経
過
し
た
今
、
町
興
し
の
原

点
を
見
つ
め
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
抱
負
を
語
っ
た
。 

続
い
て
三
十
年
度
の
事
業
計
画
と

し
て
、
①
作
左
通
信
の
発
行
（
年
六

回
）
②
作
左
ゆ
か
り
の
地
視
察
旅
行

実
施
③
ふ
る
さ
と
賞
の
表
彰
式
、
作

品
展
の
実
施
④
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク

祭
り
の
協
賛
⑤
作
左
の
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
運
用
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

来
賓
と
し
て
、
愛
知
県
議
会
議
員

新
海
正
春
様
、
岡
崎
市
議
会
議
員
柵

木
誠
様
は
じ
め
多
数
の
方
に
ご
臨
席

を
賜
り
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

引
き
続
い
て
の
講
演
会
で
は
、
講
師

に
岡
崎
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

の
奥
田
敏
春
氏
を
お
招
き
し
、
家
康

の
祖
父
で
あ
る
「
清
康
公
」
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 
 

尚
、
六
月
九
日
（
土
）
に
は
家
康

の
祖
父
「
松
平
清
康
」
の
歴
史
を
探 

る
旅
と
し
て
「
作
左
の
会
研
修
旅
行
」

を
企
画
し
て
い
ま
す
。 

講
演
会
の
後
、
松
金
社
教
委
員
長

の
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親
会
が
行
わ
れ
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き 

ま
し
た
。 

＊
講
演
会
内
容
は
作
左
の
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す 

  

  

 

平
成
二
十
九
年
度
総
会
開
催
さ
れ
る 

第
九
十
号 

平
成
三
十
年
五
月
十
五
日
（
火
）
発
行 

奥田敏春氏の講演会風景 挨拶する山田会長 


